
（１）
　 年１１回（5月

～3月）開催
会が行う事業の検討及びボランティア・団体・施設・区役所との情報交換を
行った。

（２）
　 平成25年

4月24日(水)
予算・決算について諮った。あわせて研修会『「災害図上訓練ＤＩＧ」を体験』
を開催した。 講師：県災ボラネットワーク代表植山氏
※総会に先立ち、平成25年4月18日（木）監査会を行った。

（３）
　 平成26年

3月11日(火)
　Ａブロックの連絡会を開催し今後の会の持ち方について意見交換を行っ
た。（鶴見区当番）
　参加者：１３名　（他１名、市ボラ担当者参加）

（４）

①
平成25年
6月25日（火）

　横浜市災ボラの総会及び横浜市防災計画についての研修会へ参加。
　参加者：2名　（他１名、主催者側として参加）

②
平成25年
8月18日（日）

　市内を4ブロック分け、その中で連携をとりながら各区の災害ボランティア
センター立ち上げのシミュレーションを行った。
参加者：2名　（他１名、主催者側として参加）

③
平成26年
1月15日(水)

　ブロック別の連絡会の立ち上げについて意見交換を行った。
　参加者：1名　（他１名、主催者側として参加）

　
（５） その他会員構成について

（１）

①
平成26年
1月17日(金)

　区役所区民ホール、予防接種室前において、区役所職員や地域防災拠
点の運営委員等に、ボランティア役として受付・送り出しのシミュレーション
に参加していただいた。
　また、地域防災拠点の方々には、ニーズ発信体験も実施。
　参加者：２１５名（内 地域防災拠点：１９拠点５３名）

②
平成26年
3月2日(日)

　新鶴見小学校地域防災拠点において、江ヶ崎町町内の住民が主体となっ
て、地域防災拠点と災害ボランティアセンターとの円滑な連携を図るための
訓練を行った。
　参加者：８２名（内　ボランティア役５９名、災ボラ運営委員１３名）

１．ボランティア、ボランティア団体、関係機関等の交流と情報交換

平成２５年度事業報告

運営委員会の開催

総会の開催

鶴見区協働災害ボランティア訓練

２．災害時の支援活動を行うための検討・研修

災害ボランティアシミュレーション、防災関係研修等の実施

災害ボランティアネットワークＡブロック連絡会への参加

横浜市災害ボランティアネットワーク会議及びその主催する研修会への参加

横浜災害ボランティアネットワーク会議　総会・研修会

横浜市災害ボランティア図上シミュレーション訓練

災害ボランティアネットワーク　ブロック別連絡会　全体説明会

３．その他，目的達成のため必要な事業

平成24年度末に個人会員2名が退会したが、平成25年度中に個人会員2名が入会し会員
数は同数で推移している。

江ヶ崎町　災害ボランティア受入訓練



（１）

①
平成25年
9月1日(日）

駒岡5丁目鶴見川河川敷において、1つの展示ブースを借りて災ボラの活動
紹介パネルの掲示、パンフレット〔約80部〕の配布を行った。
参加者：６名（運営委員）

②
平成25年
10月19日(土）

入船公園において、臨海フェスティバルの１つのブースを借りて災ボラのPR
を実施した。テントの中に災ボラの活動紹介のパネル掲示、紙食器製作実
演、新聞紙オマル展示、パンフレット〔約180部〕の配布等を行った。
参加者：１０名（運営委員）

③
平成25年
11月23日（土・
祝日）

潮田公園において、1つのブースを借りて災ボラの活動紹介パネルの掲
示、紙食器製作実演、子ども向け防災クイズ、パンフレット〔約80部〕の配布
を行った。

④
平成26年
1月12日（日）

横浜消防出初式の企画として赤レンガ倉庫で行われた、ヨコハマ防災マッ
プワークショップのガイド役を担い災ボラ活動のＰＲを行った。
参加者：５名（運営委員）

（２）

①
平成25年
6月12日(水）

鶴見大学記念会館において、鶴見大学学生と災害図上訓練を行った。
参加者１６名

②
平成25年
11月13日(水）

鶴見大学記念会館において、鶴見大学学生と災害図上訓練を行った。
参加者２６名（内運営委員６名）

鶴見大学HUG訓練

横浜市総合防災訓練

つるみ臨海フェスティバル

潮田公園スマイリングフェア2013

横浜消防出初式2014

災害ボランティアのＰＲ

防災意識の醸成

鶴見大学災害図上訓練


